NPO法人「ぬくもり」の理念は、

「障がい者も健常者も分け隔てなくお互いが認め合い、

一人ひとりが自分らしく生きられる社会」　　を目指すことです。
それこそが本当に成熟した社会だと、「ぬくもり」は考えます。

とても大きく難しいテーマかもしれませんが、
私は確信と自信をもって、法人運営とスタッフ教育に取り組んでいます。

しかしながら、この理念にたどり着くまでにはたくさんの迷いや挫折がありました。
私が、どのようにして福祉活動に目覚め、確固たる理念を見つけ、
「ぬくもり」を立ち上げるに至ったのか。現在どのような思いで運営しているのか。
法人のご紹介もかねて、私のお話におつきあいくださいませんか。

◇　　◇　　◇
障がい者にとって「旅行」とは

自分への挑戦、生きる力。

目標だった体育大学の受験に失敗した私は、
なんとか合格した一般大学で気ままな学生生活を送っていました。
卒業間近になってもやりたいことが見つけられず、
就職は周囲からすすめられるまま食料品販売の大手企業に入社。
数字と顧客のクレーム対応に追われて、
「このままでいいのか」と将来に悩む日々を送っていました。
そんな時、友人から、障がい者の作業所が主催する

お祭りイベントを手伝いってほしいと頼まれたのです。

それまで障がい者の方と接したことはほとんどありませんでしたが、

気軽に参加したところ、自然に手伝いを楽しむ自分がいました。

心の中でうっすらと、「こういう仕事もいいな」と感じていたのでしょうか、
転職先のあてなどないというのに、その後食品販売会社を退職してしまったのでした。
次に参加したのが、障がい者や高齢者の旅行を介助するボランティア活動で、
第一回目は重度の障がい者の北海道３泊４日旅行でした。
ある日の晩、隣で寝ていた３０代の男性利用者さんが、ボソっと言うのです。

「鬼頭くん、こういうボランティア初めて？」

「ええ、そうなんですよ」

「（自分たちと接することが）怖くない？」

「そんなことないですよ」

本心でした。身体障がい者の方々と深く接するのは初めてでしたが、

“裸の付き合い”というのでしょうか、食事や入浴を共にして
排泄を介助するうちに、自分と何ら変わらない同じ人間だと心から思えたのです。

同時に、私などが想像できない辛い日常生活を送っていることも知りました。

その後、国内外たくさんの旅行介助を経験してわかったことは、
「障がい者の方々にとって、旅行は心のエネルギー。

自分への挑戦、自分の表現、生きる力なんや」　ということ。
とはいえ、旅行できる人は、ごく一部。

まずは日常生活のサポートを必要とする人が多いのが現状で、旅行はその先にある。

ならば、旅行を目標に置いた日常生活や外出支援を仕事にできないだろうか・・・？

その時、２７歳。ほんの少し、自分の道が見えた瞬間でした。

◇　　◇　　◇
障がい者支援をさらに学ぼうと
名古屋の知人の元に弟子入り。
ある日、名古屋の障がい者グループのオーストラリア旅行が開催され、

私も大阪から参加したときのこと。

ボランティア仲間の一人に、大きな道しるべとなる今野さん（仮名）という男性がいました。

話をしてみると、ふだんは名古屋で障がい者向けのヘルパー派遣業を行い、
移送サービスを提供しているというのです。
（ボランティアではなく、介護保険を利用した有償サービスを事業にし、

仕事として確立している・・・・）
ピン！ときました。
光るクモの糸が一本、天から降りてくるようでした。

そして、「もっと今野さんの仕事内容や運営の仕組みを知りたい！」と、
オーストラリアから帰国した翌日、すぐに今野さんへ連絡。
その翌日の早朝には、名古屋に向かって車を走らせていたのです。
「大阪から車で？迷わなかった？」

事務所で待ってくれていた今野さんは、話をするのはその日だけだと思っていたことでしょう。
でも、私は山ほどの質問を抱え、車に積んであるのはお土産のミカン箱と布団一式。
今野さんに“弟子入り”するつもりで、納得するまで大阪に帰らないと決め込んでいたのです。
「僕が探していたものが見つかると思って来ました！何でもします！車で寝ます！」
「わかったわかった（笑）。ウチに泊まったらいいよ」

「ありがとうございます！」

朝から晩まで今野さんの仕事についてまわり、

移送サービスのノウハウ、介護保険などについて教えてもらうこと１週間。
理想だけでは食べていけないこと、福祉制度には問題が山積みで、

福祉サービスを事業化することの厳しい現実も知りました。
お別れの朝、玄関先で今野さんは激励してくれました。
「いまはとにかく、実戦経験を積むことが先決。

特に福祉は現場での勉強が大事だ。
その中で、自分なりの理念や信念を見つけていきなさい」と。

大阪へと戻る道中、さらに明るく輝く糸の先を力強く手繰りよせている自分がいました。

◇　◇　◇

「この子らを世の光に」
亡き先生の教えを胸に。

今野さんのアドバイスどおり、現場での勉強を積むために勤め始めたのが、

約850名が入所する大規模な知的障がい入所施設でした。
そこで出会ったタレ目が印象的なある一人の男性。

山本さん（仮名）といい、５０代くらいのとても優しい温厚な方でした。
施設内で月に一度、非常勤職員向けに任意の学習会を開いていた「先生」のような存在で、

私は毎回参加し、勉強の場としていたのです。
当時、私は悩んでいました。
現場で実践を積めば積むほど、人間の存在意義を考えさせられてしまうのです。
配属されたのは軽度の障がい者の生活棟でしたが、

最重度の方の生活棟を見学したときのこと。
寝たきりで、笑うことも泣くこともできない彼らの姿に、

私は大きなショックを受けました。
人が生まれてくる時、よく「使命がある」「理由がある」などといわれますが、

では彼らについては、どう考えたらいいのでしょうか。

私には事業所を立ち上げ、福祉サービスを一生の仕事にする夢がありましたが、
どんな思いで彼らと接し、支援していけばいいのか。

答えを見つけられず、強く志した福祉の道にもかかわらず、

無力感すら感じるようになっていたのです。
そんな私に対して、山本先生は日本の知的障がい福祉を切り開いた第一人者である、

故・糸賀一雄さんの教えを引用しながら、さまざまな教えを説いてくれました。

中でも、もっとも胸を打たれた言葉が、

「この子ら　を　世の光　に　」　という一説です。

普通は、「この子ら　“に”　世の光　“を”　」という言い方をしますが、
これは何かをしてあげる、上から施すという気持ちがあるからこその表現。

そうではなく、お互いが同じ人間として対等に向きあうことはもちろん、

むしろ彼らを社会の中心として尊重する世の中にするべきだという教えです。
疑問の数々が私の腑にストンと落ち、

心にどんよりと浮かんでいた雲がすーっと消えてなくなりました。

私の中に強い「福祉感」が芽生えた瞬間でもありました。
施設には4年間勤務し、その後NPO法人「ぬくもり」を立ち上げることになりました。

山本先生は私が開催した勉強会にも来てくれるようになり、

プライベートでも交流が続きました。
山本先生には、とある喫茶店によく連れて行ってもらい、

そこでも、たくさんの教えをいただいたものです。
「福祉制度を作るのは政治なんやから、選挙にはいかないとあかんよ」

「仕事には、その人の生き方が出る。哲学をもったほうがいいよ」

「仲間は大切に。従業員は財産やで」

「“なにかやってあげる”じゃなくて、“一緒に”やること。

障がい者、保護者さん、みんなで一緒に成長するんや」

「『ぬくもり』は地域の福祉をけん引する役割であってほしい。
鬼頭くんらが今の福祉を変えていかなあかんよ」

そのお店のメニューにはボルシチがあり、よく注文していました。

でも、２人ともついつい話に夢中になってしまうので、
いつも冷めたボルシチを食べていたものです。
こうして、学習会や喫茶店、その他たくさんの場所で聞いた
山本先生の言葉すべてが私の福祉感となり、

「ぬくもりのいえ」の活動指針、理念となっていくのです。

· ◇　◇
「understand」の精神を多くの人と共有し、
社会を変える“うねり”になりたい。
山本先生のお姉さんから、

「弟が亡くなった」という電話が入ったのは、２０１１年９月のこと。

突然の心筋梗塞だったそうです。

私はただただ絶句し、泣き崩れるばかりでした。
山本先生や糸賀一雄さんが教えてくれた、「この子らを世の光に」というメッセージ。

これを、私は「障がい者も健常者も分け隔てなくお互いが認め合い、
一人ひとりが自分らしく生きられる社会」と具現化し、「ぬくもり」の理念としました。
「お互いが認め合う」と言うのは簡単で、

健常者が障がい者と「同じ目線に立つ」程度では成し得ません。
健常者は、障がい者の方々が「なぜ」「どんな風に」「どうしていきたいか」など、

過去、現在、未来に思いを馳せ、みなさんのことを「立体的に理解する」ことが

大切だと思います。

そのためには、私は、同じ目線ではなく、「下」に立つという意識をスタッフに伝えています。

これはスタッフが召使として何でも言うことを聞く、ということではありません。

下から上を見上げる気持ちになれて初めて、
「同じ目線で、理解できるのではないか」という考え方です。

こうした、「下に立つ」「理解」を表すのが、「understand」。

このunderstandの精神がスタッフ教育の軸であり行動の指針として、

これからも活動を続けてまいります。

心からの「understand」を身につけ、地域、街、社会へ広げていくことが、
障がい者も健常者も分け隔てなく、自分らしく生きられる社会への第一歩。
そして、「ぬくもり」が社会を変えていく“うねり”となることを願ってやみません。
◇　　◇　　◇

山本先生が亡くなったあと、一人で喫茶店に行き、思い出のボルシチを注文しました。

湯気が立つスープを口に運び、

「こんなに熱々でおいしかったんやな・・・」と、思わず苦笑しました。
NPO法人ぬくもり
理事長　鬼頭大助
鬼頭さん、ありがとうございます。

また少し変えてきましたね。

鬼頭さん本人は上記についてどのように感じます？

安田さんは？

お二人の感覚がとても大事だと思います。

是非、塾当日にお聞かせください。
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